
城山固有林黒木村尺における水生生物等の

生息モニタリング調査

報告書

平成21年2月

中部森林管理局



1 調査概要

1-1.調査の目的 ・・・ー

1-2.調査対象区域...... 

1-3.調査肉容

目次

1-4.調査箇所および回数・・・・・ーー ........... .ーーー ー........2 

2. 調査結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

2-1.水質調査 ・ ーー・・・・ーー・・ ・・ ・・・・ーーー・・・・ー ......... 4 

2-2.水生生物等の生息状況調査・・ ーー・ ー ー・・・・ーーーー・・・ ・・・ ・回目・....・・・・ 6

2-2-1 魚介類調査ー ・ ・・ ・・・・・・ーーー ・・ ・ー....・・・・.................6

2-2-2.底生動物調査 ー ーー・・・・ーー ・・..........ーーーー・・・ ・・・・ 8

2-2-3. 両生類の生息状況・・・・ -・・・・ ーー ・・・・ . .・...・・・・.. . . . . • . . . . . • . . .. 18 

2-2-4.胞虫類、哨乳類、鳥類の生息状況 ・・・・................ ・・・・.....・・・・ 22

2-3林況・植生調査 ・・・・・.. . . . . . . . .ー ・・・・ ー・・・・................ ・・.......28 

3.今後の課題 ・・・・・..................................................... 35 

3-1.黒木ヶ沢と生物との関わり.....・・・・・ ... .・・・・." . ーー.......35 

3-2.今後の保全・管理について ・・....... ・・・・........ーー ・・・・・ ・・・・・....・・・・・ 35

***キキ*本***キキキキキキ****キキキキキ*字本本*キ-本ヰキ*'院本本**キキキキキキキ本本本本****キキキ*****本キネ本ヰキ*****キキキキキキ

資料

【写真票】

【現地調査票】

【黒木ヶ沢生息状況位置図】

【黒木ヶ沢に生息する主な水生昆虫類の見分け方】

【黒木ヶ沢に生息するサンショウウオ類2種の見分け方】



1 .調査概要

1-1.調査の目的

本調査は、中部森林管理局木曽森林環境保全ふれあいセンターが実施している自然再生推進モデ

ル事業の一つrr城山史跡の森」自然再生・NPO等活動拠点整備事業」の一環として「黒木ヶ沢に生息

する水生生物等の生息状況を把握」、その結果をもとに、ボランティア等による森林整備や森林環境教

育の効果的な活動実施を図ることを目的とする。

1-2.調査対象区域

木曽森林管理署城山国有林722~725林班

1-3.調査内容

( 1 )水質調査

水質調査は、気温・水温・電気伝導度・濁り・透視度・臭い・pH・CODの8項目について測定を実施し

た。測定方法は表1-3-1に示した方法により行った。

表1-3-1水質調査の測定項目および測定方法

測定項目 測定方法

気温 温度計による

7)<~量 温度計による

電気伝導度 ECメ-~ーによる

濁り 目視による

透視度 クリーンメジャーによる

臭い 臭覚判定

pH パックテストLよる

COD パックテストl、よる

(2 )水生生物等の生息状況調査

①魚介類調査

備考

水銀温度計を使用

水銀温度計を使用

低濃度(0-8以上)を使用

タモ網、サデ網による捕獲・直接観察(同定等)を行った。

②底生動物調査

コド、ラ}ト付きサーバーネット(O.25mx O.25m)による定量採集を行った。また、可能な限り、補足的に

タモ網等による定性採集(任意採集)を行った。採集された底生動物は、固定したのち、室内にて同定・

個体数・湿重量の計数・測定を行ったo

③両生類調査

タモ網、サデ網による捕獲・直接観察(同定等)を行った。また、現地を踏査し、直接観察により生息種

を確認した。
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@)~虫類、晴乳類、鳥類調査

現地を踏査し、直接観察(隈虫類、鳥類)、鳴き声(鳥類)、フィーノレドサイン(噛乳類)により生息種を

確認、した。

(3 )林況・植生調査

①森林の概況把握

黒木ヶ沢周辺における林種・林相・主な樹種等について確認し、概況把握を行った。

②林況・植生調査

各調査箇所において、両岸5mについて階層別の主な樹種や草本の植生を確認した。このほか、黒木

ヶ沢沿いおよび周辺における植生(フロラ)について確認した。

哨乳類調査(無人撮影機) 哨乳類調査(無人撮影機) 林況・植生調査

写真1-3-1 各調査項目における調査方法

1-4.調査箇所および回数

本調査は、黒木ヶ沢流域の4箇所(st.1"'st.4)において実施した(図1-4-1)。

なお、生息状況調査においては詳細な把握に努めるため、調査時には各調査箇所聞や歩道および

林道においても可能な限り生息種の確認を行った。

調査回数は、7月、9月、 11月の3回実施した。林況・植生調査は、7月のみ実施した。
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2.調査結果

2ー 1.水質調査

水質調査では気温、水温、電気伝導度、濁り、透視度、臭い、 pH、CODの8項目について測定した

(表2-1-1)。
表2-1-1水質調査結果一覧

測定項目(単位)
7月 9月 11月

5t.1 5t.2 5t.3 5t.4 5t.1 5t.2 5t.3 5t.4 5t.1 5t.2 5t.3 5t.4 

気温 (Oc) 22.0 21.2 19.1 18.8 14.4 15.0 14.5 12.2 10.0 10.0 12.2 12.1 

水温 (Oc) 13.5 13.4 13.9 10.2 12.4 12.7 11.0 10.8 9.8 9.8 7.4 9.7 

電気伝導度 (μ5/cm) 11.81 11.64 7.57 5.68 13.85 15.23 8.63 6.80 16.82 15.56 10.78 7.04 

濁り 壷正 壷甚 無 費華 銀 銀 無 無 無 無 無 無

透視度 (cm) 130< 130< 130< 130< 130< 130< 130< 130< 130< 130く 130< 130< 

臭い 壷E 無 無 恒正 量E 苦手、 無 無 無 無 無 無

pH 7.0 7.0 7.0 6.5 7.0 7.0 7.0 6.5 7.0 1.0 1.0 6.5 

COD (mg/I) 1 。 。 。 。 。 。 。 。 l 。
気温は、 7月が18.8........22.0

0
C、9月が12.2""""15.0

o
C、11月が10.0'"12.2

0
Cであった。水温は7月が10.2

"'13.9
0
C、9月が10.8'"12. 7

0
C、11月が7.4"'9.8

0
Cであった。調査時期を通じて水温の変動は小さく、常

に15
0
Cを下回っており、河川源流部の特徴を示していた。

電気伝導度はイオン成分の多少を把握するために行った。各調査回ともにst.1"'2で、は、 7月が約12

μS/cm、9月が約14"-'15μS/cm、11月が約16"-'17μS/cmであった。これに対して、 上流部にあたるst.3

"-'4では下流部よりも低い値を示し、 11月のst.3を除いていずれも10μS/cm以下であった。

濁りはいずれの調査回においても確認されず、透視度は常に130cm以上であった。また、臭いについ

ても特有の臭いはなく、無臭であった。

パックテストによって行ったpHで、は、各調査固ともにst.1"'3で7.0であり中性を示した。最上流部であ

るst.4のみ6.5を示し、やや酸性であることが確認された(写真2-1-1、2-1-2)0CODでは7月のst.1および

st.2、11月のst.3で、1mg/lで、あったほかは、全てOmg/lであり、水質の汚濁は見られなかった。

調査地域近郊におけるパックテストによる調査報告は見つからなかったため、詳細な比較は出来ない

ものの、 測定された水質結果より、黒木ヶ沢の水質は良好であるものと判断される。
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く解説>

・電気伝導度 (EC)

水中におけるおおまかなイオン成分を量的に示しだもの。

面積1cmの2苅の電極閤 (1cm間〉における水の電気指抗を
逆叡で示し、単位はS(ジーメンス〉である。
イオン成分量の目安、系統が異なる水の判別、水の混合状況

等の把握に役立つ。日本の淘川水の平均値は、 130μS/cm
(水温25

0

C)である。

-クリーンメジャー

水の透視度を測定する機材の一つ。

形状は目盛りがついた透明の筒であり、糸を付けた円盤(標

識板)を入れた状態で現場の水を満水に注いで用いる。これを

簡の上側から覗き、円盤に記されている二重十字線が見える位

置の目盛りを読み取ることにより水の透明具合を判定する。

.COD (化学的酸素消費量〉

水中において、酸化剤により酸化される有機物の量を示すため、消費される酸化剤の量を酸素

の量に換算して示した値。主に水の汚濁状況の指標として使用される。単位はmg/lである(ppm

で表す揚合もある〉。
値が大きいほど水中の有機物は多く、汚濁の程度ち大きくなる。生活排水が流入するような沼

川では、大きな値を示すことが多い。
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2-2.水生生物等の生息状況調査

2-2-1.魚介類調査

( 1 )確認された魚類

魚類現地調査により、黒木ヶ沢ではヤマトイワナ1種の生息が確認された。

一般に河)11の魚類相は上流に向かつて種類数が減少し、最上流部はイワナやカジカのみが生息する

イワナ域と言われている。黒木ヶ沢は小渓流の河川源流部であり、イワナ域に該当する環境である。

長野県は日本海に注ぐ信濃川水系等の河川と、太平洋に注ぐ天竜川、木曽川水系の河川があり、天

然で、は前者にニッコウイワナ、後者にヤマトイワナが生息している。木曽川の支)11で、ある黒木ヶ沢はヤマ

トイワナの分布域であり、今回の調査でもヤマトイワナが確認された。

ヤマトイワナは長野県レッドデータブ、ツクにより準絶滅危倶(NT)に指定されている。ただし、黒木ヶ沢

のヤマトイワナについては、過去に放流されたという情報もあり、現在生息しているものが、もともと生息し

ていたものか、放流に由来するのかは明確ではない。

表2-2-1黒木ヶ沢における魚類の確認状況

目名 | 科名 学名

サケ目 |サケ科 Salvelinus leucomaenis japonicus 
魚類 合計 1目1科1種 地点別確認種類数:1 t 

(2 )黒木ヶ沢における魚類の生息の特徴

く生息分布〉

ヤマトイワナの確認地点、は、

下流側のst.1およびst.2で、st.1

においては9、11月に1個体ず

つ、 st.2で、は、 7、11月に3個体

ずつ、 9月に2個体の合計10個

体が捕獲確認された(図2-2-1、

2) (但し、 一部は調査回ごとに

重複して捕獲された可能性もあ

る)。

一方、上流に位置するst.3、

st.4で、は調査を通じて魚類は確

認されなかった。st.2とst.3の間

には堰堤があり、堰堤直下は沢

水が伏流している区間もある。

写真2-2-1黒木ヶ沢で採捕されたヤマトイワナ
左上:9月 st.2sl 10.5cm、右上:11月 st.1s114.9cm 
左下:9月 st.2sl 4.0cm、右下:11月 st.2sl 17.4cm 

また勾配も急になることから、これより上流には生息していない可能性がある。

捕獲されたヤマトイワナの個体数は、必ずしも多くないが、採集範囲や河川規模からみると生息数は

少なくない。st.1、2では継続的に確認されており、当該箇所に安定的に生息していると考えられる。

6 



また、確認されたヤマトイ

ワナの体長は最大20.2cm

(st.2、7月)、最小では4.0cm

(st.2， 9月)で、自然繁殖に

より、様々な大きさの個体が

確認されており(図2-2-3)、

黒木ヶ沢で成長、産卵、 繁

殖しているものと考えられ

る。

渓流釣りが行われていな

い黒木ヶ沢では、 成長した

大きな個体が釣り上げられ

いなくなることがないため、

小さな沢の割にやや大きめ

の個体が多い(図2-2-3)。

表2-2-2黒木ヶ沢における魚類の確認記録

和名

ナ
一
ナ
ワ
一
ワ
イ
一
イ

a
p
-
-
E
P
 

マ一マ
ヤ
一
ヤ

4
.

，・
4
.

，

調査月 目名 科名 NO. 和名 体長(cm) 全長(cm)

7月 サケ目 サケ科 1ヤマトイワナ 20.2 22.8 

2ヤマトイワナ 12.1 15.0 

3ヤマトイワナ 9.2 10.0 

9月 サケ目 サケ科 1ヤマトイワナ 10.5 12.4 

2ヤマトイワナ 4.0 4.9 

11月 サケ目 サケ科 1ヤマトイワナ 18.3 20.9 

2ヤマトイワナ 17.4 20.3 

2ヤマトイワナ 11.0 12.5 

和名

和名

巨訂
s 

''h 

製
品
品
層
圏
間
集

。
7月 9月

間査時期

図2-2-1ヤマトイワナの調査回別捕獲数 図2-2-2ヤマトイワナの地点別捕獲数

a-

U
副
品
皐
噂
園
田
宗

。
11月 stl ol2 st3 

m査時期
st4 

何，‘

援
母
瞳
幽
園
祭

。
。0- 2.5- 5.0・ 1.5- 10.0- 1 Z.S・ 150- 11.$- 20，0- 2.2.5 
2.5 5.0 1.5 10.0 12.5 15.0 17..5 20.0 12.5 25.0 

体長区分【cm)

因子2-3ヤマトイワナの体長分布
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2-2-2.底生動物調査

( 1 )確認された底生動物

底生動物では、 4綱10目42科63種を確認した(表2-2-3、4)。このうち水生昆虫類(昆虫綱)は59種で

あり、全体の9割以上を占めていた。

確認した種を分類群別に見ると、水生昆虫類ではカゲロウ目、トンボ目、カワゲラ目、アミメカゲロウ目、

トピケラ目、ハエ目、コウチュウ目の7目が見られた。このうちカゲロウ目、トピケラ目、ハエ目において10

種を上回る種が確認され、割合はそれぞれ20%を超えていた。

水生昆虫類以外では、ウズムシ綱、ミミズ綱、軟甲綱(甲殻綱)が見られたものの、種類数は4種のみで

あった。

各調査箇所における確認種類数は41~49種であり、大きな違いは見られなかった。また、各調査回で

は42~55種であり、夏季にあたる7月よりも晩秋である11月の方が多く確認された。

表2-2-3黒木ヶ沢における底生動物の確認種類数(分類群別)

覇歪面
7旦i旦 11旦
1 1 1 
222  
1 1 1 
7 8 10 
244  
878  
o 1 1 
7 10 12 
11 9 11 
335  
42 46 55 

叫一

1一2
一日一

9
一2
一日一

1En--伺

覇歪育所
st.2 st.3 

1 1 
2 2 
1 1 
7 7 
3 2 

7 8 

1 0 
10 8 
11 10 
3 2 

46 41 

則一

1
一2
一1
一8
一4
一日一日一
7
一円一

3
一初

歪膏
血1
1 1.6 
2 3.2 
1 1.6 

カゲロウ目 13 20.6 
トンボ目 4 6.3 
カワゲラ目 8 12.7 
アミメカゲロウ目 2 3.2 
下百亨百一一寸4 22.2 
J、工目 13 20.6 
玉弓子玉写百 5 7.子
重翠色A

分類群

ウズムシ綱
豆天扇ー
軟甲綱
昆虫綱

く確認された主な水生昆虫類>

①カゲロウ目

表2-2-4黒木ヶ沢におけるカゲロウ目の確認状況
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カゲロウ目は6科13種が確認され、各調査箇所には7---9種が生息していることが確認された。特にシ

ロハラコカゲロウ、ウエストントピイロカゲロウ、フタスジモンカゲロウは全ての調査箇所において確認され、

黒木ヶ沢流域において広く分布していた。

st.4において確認されたオピカゲ、ロウは、長野県レッドデータブ、ックにより情報不足(DD)に指定されて

いる。オピカゲロウは、 主に水しぶきがかかる岩や礁に生息するヒラタカゲロウ科である。

写真 2-2-2黒木ヶ沢において確認されたカゲロウ目

ウエストントピイロカゲロウ

シロ，、ラコカゲロヴ

く解説:整理番号と計叡方法〉

フタスジモンカゲロウ

・.

ヨシノマダラカゲロウ ー

ユミモンヒラタカゲロウ

、. 

本報告書では、確認された種の一覧表に整理番号を付している(表中ではNo.と表記して
いる〉。

通常は種〈または亜種〉 までの同定がされたものに対して整理番号を付番し、 種までの同

定がされていないもの、すなわちr.........属の一種」については付番しない(番号の代わりに「ー」
を記入〉。ただし同属の種が他にリストアップされていない揚合は付番する。

まだ、計叡においても、付書された種については計鍛し、{寸番されていなし1ものについて

は、同属の種が確認されていない揚合のみ計数する。

これらは r.........科の一種Jや r.........目の一種Jなどの上位の階層においても同様である。

整理番号と計額方法の倒
綱名 自名 科名 No. 和名 学名

軟甲綱 ヱピ目 サワガニ科 サワガー Geothelphusa dehaani 

昆虫鋼 カゲロウ呂 マダラカ竺土事 z トウヨウマダラカゲロウ鳳のー積 Cincticostella部
② 3 ヨシノマダラカゲロウ Drunella ishtj〆'8mana

①一→
一 トゲマダラカゲロウ鳳の一種 Drunel/a sp. (5)ー+
マダラカゲロウ科の一種 Ephemerellidae gen sp 

種廼重量

① :口は種までの同定がされていないため、整理番号は付されない。

st.l 

• 
• 
2 

st.2 

• .! 
.: 
• 
2 

+ー③

+ー④

②:口は種までの同定がされていないものの、同属の種が他にリストアップされていな

いため、整理番号を付す。

③ I・は同属の種(ヨシノマダラカゲロウ(Drunel/a;shiyamana))が確認されているため、

計数しない。
④ :・は同科に属する種が確認されている(整理番号が付されていないものも含む)

ため、計数しない。

⑤:・は同属の種が確認されていないため、計数する。
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②トンボ目

表2-2-5黒木ヶ沢におけるトンボ目の確認状況

目名 科名 No. 和名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 
トンボ自 カワトンボ科 ーホンカワトンボ Mnais costa/is • 

カワトンボ腐の一種 Mnais sp. • 
ムカシトンボ科 2 ムカシトンボ Epioph/ebia superstes •• •• •• • 
ヤンマ科 3 ミルンヤンマ P/anaeschna mゐei • • 
サナヱトンボ科 4 クロサナエ Davidius fujiama • 

ダピドサナエ属の一種 Davidius sp. • • • • 
サナエトンボ科の一種 Gomphidae gen. sp. • 

トンボ目:4科4種 地点別確認種類数: 4 3 2 2 
.:定量採集による確認、 ・:定1宝探集{任意探集)による確認

トンボ目は4科4種が確認された。st.lでは4種が確認されており、下流部の方が生息種類数が多い。

特に黒木ヶ沢流域ではムカシトンボ、が広く生息しており、個体数も一般の小渓流と比較すると極めて多

い。調査時は若齢幼虫から終齢幼虫まで、様々な大きさの幼虫が採集された。

st.lおよびst.2では、ミノレンヤンマが採集された。ミノレンヤンマは長野県レッド、データブ、ツクにより準絶

滅危慎(NT)に指定されている。主に規模の小さな沢や小渓流に生息する。

ムカシトンボ ミルンヤンマ クロサナヱ

写真 2-2-3黒木ヶ沢において確認されたトンボ目

③力ワゲラ目

表2-2-6黒木ヶ沢におけるカワゲラ目の確認状況

自名 科名 No. 和名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 
カワゲフ目 オナシカワゲフ科 フサオナシカワゲラ腐の一種 Amphinemura sp. • • • • 

2 オナシカワゲフ腐の一種 Nemoura sp. • • • 3 ユピオナシカワゲラ腐の一種 Protonemura sp. • • • • 
ミドリカワゲフ科 4 ミドリカワゲフ科の一種 Chloroperlidae • • • • 
カワゲフ科 5 モンカワゲフ Ca/ineuria stigmatica •• •• • •• 

6 カミムフカワゲフ Kamimuria tibia/is •• •• •• •• 
7 ヤマトカワゲラ Niponiefla /imbatefla •• •• • •• 
8 キペリトウゴウカワゲラ Togoperfa /imbata • • •• • 
カワゲフ亜科の一種 Perlinae gen. sp. • • 
カワゲラ科の一種 Perlidae gen. sp. • • • • 

カワゲフ目:3科8種 地点別確認種類数: 8 7 8 8 
-定量採集による確認、 ・:定住録集{任意録集)による確認

カワゲラ目は3科8種が確認された。ほとんどの種が全ての調査地点において見られ、黒木ヶ沢流域に

広く分布している。モンカワゲラ、カミムラカワゲラ、ヤマトカワゲ、ラ、キベリトウゴウカワゲラの4種はカワゲ

ラ目の中でも中~大型種で流水性である。 一方、オナシカワゲラ科3種は小型で、緩流~止水性である。
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参考資料ム力シトンボと木曽福島

ム力シトンボについて、名前ぐらい聞い

たことがある人ち多いのではないでしょ

うか。図鑑や教材資料にはよく取り上げら

れています。レかし実物を自にした人はめ

ったにいないのではないかと思います。

トンボの仲間は大きく3つのグループ

に大別されます。体の細いイトトンボや力

ワトンボの仲間〈国麹亜日〉と体が太いヤ
写真ムカシトンボ(♀)の標本写真

ンマや赤とんぼやシオ力ラトンボなどの仲間 〈不均麹亜自〉、そしてム力シトンボの仲間 〈ム力

シトンボ亜目〉です。均麹亜目は前後4枚の麹が同じような形をしており、麹を閉じてとまる種

がほとんどです。不均麹亜日では前後の麹の形がやや違っており、麹を開いてとまるなどの特徴

があります。ム力シトンボ亜日は、両者の中間的な特徴をもっており、体は太く、不均麹亜日に

似ていますが、麹は4枚が似ており、麹を閉じでとまります。ムカシトンボ亜目は世界に2種が

知られているのみで、日本のほかにはヒマラヤに生息しています。

このように分類学的には珍しいム力シトンボですが、黒木ヶ沢ではたくさんの鈎虫(ヤゴ)が

確認されています。じつは日本で最初にム力シトンボの幼虫が採集さ打たのは木曽福島であるこ

とが研究者の調査で確認されています。当初1929年に京都の貴船川で採集され疋ものが日本最

初の記録11と考えられていまレたが、その後アメリ力のコーネル大学に1927年に長野県木曽福

島町で採集されだムカシトンボの幼虫標本があることが分かり2、この標本について報告されま

しだ3)。さらに最近まで不明となっていだ探集者についても、長野県に在住する著名なトンボ類

の研究者である枝重夫さんの調査41によると、それは当時農林省林業試験場木曽分場保護研究室

長をされていた伊藤武夫氏らしいということです。

ム力シトンボは黒木ヶ沢のような水の冷たい山地渓流に生息します。幼虫の期間はトンボの中

では最も長く、 6""""8年自にようやく羽化し、成虫になると考えられています。泊虫で長い期間

過ごすムカシトンボですが、成虫の期間は非常に短く、 5月""""6月頃の短期間にみられるに過ぎ

ません。メスは水辺のフキやコケなどの植物の茎などに産卵します。黒木ヶ沢ではウワパミソウ

が多鍛生育していますので、これに産卵しているのではないでしょうか。

きれいな水に生息するム力シトンボは黒木ヶ沢の豊かな自然を象徴する生物です。

1)江崎悌三(1929)ム力シトンボ(EpIophlebhョSlJJρerstesに就て.毘轟(3).101-106

2 朝比奈正二郎(1982)誰が愚初にム力シトンボ幼虫を採集したか.TOMBO.(25).6 
3)臼 rIeFU1982)T同 F附 臼1院住)Iiof L.arval丘肱約制泊Si...IP8IS脂(缶凶
仏n回，z:ygl∞町a:Eは:ph回京::lae).TOMBO.(26).6 

4)枝重夫巴α支う)ム力シトンit初潮虫を愚矧こ採集じ疋(])(d'伊藤武夫であろう.TOMB0.48.24 
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モンカワゲラ カミムラカワゲラ ヤマトカワゲラ

キペリトウゴウカワゲラ フサオナシカワゲラ属の一種 オナシカワゲラ属の一種

写真 2-2-4黒木ヶ沢において確認されたカワゲラ目

④トビケラ目

表2-2-7黒木ヶ沢におけるトビケラ目の確認状況

トピケラ目は10科14種が確認された。 黒木ヶ沢におけるトピケラ相は、小渓流であるにもかかわらず多

様性に富むもので、あった。

絹糸で巣を作る造網性トピケラは、アミメシマトピケラ科、シマトビ‘ケラ科、カワトピケラ科であり、4種が

確認された。これらは各調査箇所において見られ、個体数も多く確認された。いずれも流水性であり、特

にアミメシマトピケラ科のシロフツヤトピケラとシマトピケラ科のミヤマシマトビケラ属の一種は河川上流域

や小渓流に分布する種である。

植物片や砂粒で筒巣を作る携巣性トピケラは、ヤマトピケラ科、ニンギョウトピケラ科、カクツツトビケラ

科、フトヒゲトピケラ科、マノレバネトピケラ科で、あり、 6種が確認された。特にカクツツトピケラ科は個体数が

唱2



多く確認された。黒木ヶ沢の河床には砂粒や植物片が堆積しており、これらの携巣性トピケラの巣材は

常に供給されている状態にある。

巣を作らず石磯表面や隙聞を生息場所とする衛首性トピケラは、カワリナガレトピケラ科とナガレトピケ

ラ科であり、 4種が確認された。下流部から上流部まで分布しているものの、黒木ヶ沢流域における個体

数は多くはない。

. . 

". 
シロフツヤトピケラ ミヤマシマトピケラ属の一種 タニガワトピケラ属の一種DB

• ' .. ム41!!
J凶. t.:j 

シコツナガじトぜケラ オオカクツツトピケラ フタスジキソトピケラ

写真 2-2-5黒木ヶ沢において確認されたトピケラ目

⑤ハヱ目

表2-2-8黒木ヶj尺におけるハエ目の確認状況

目名 科名 No. 和名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 
ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ腐の種 Tipu!a sp. •• •• •• • 

2 ウスパガガンポ贋の一種 Antocha sp. • • • 
3 ヒゲナガガガンボ贋の一種 Haxatoma sp. • • •• 
ヒメガガンポ亙科の一種 Limoniinae gen. sp. • 

ヌカカ科 4 ヌカカ科の一種 Ceratopogonidae • • • • 
ユスリカ科 5 ヤマユスリカ亜科の一種 Diamesinae gen. sp. • • • • 

6 モンユスリカ亙科の一種 T anypodinae gen. sp. • • • • 
7 エリユスリカ亙科の一種 Orthocladiinae gen. sp. • • • • 
8 ユスリカ亜科の一種 Chironominae gen. sp. • • • • 
ユスリカ科の一種 Chironomidae gen. sp. • 

ホソカ科 9 ホソカ蹟の一種 Dixa sp. • • 
ブユ科 10 アシマダフブユ属の一種 Simu!ium sp. • • • • 
ナガレアブ科 11 ミヤマナガレアブ Athedx basi!ica • • • 

ナガレアブ科の一種 AU袖ricidaegen. sp. • • • 
ミズアフ科 12 ミズアブ科の一種 Stratiomyidae gen. sp. • 
アブ科 13 ムカシアブ贋の一種 Nag司tomyiasp. • • 

アブ科の一種 Tabanidae gen. sp. • 
ハヱ目:8科13種 地点別確忽種類数: 11 11 10 11 
.・定量録集による確lE、 ・:定性録集(佳.禄集}による砲lE

ハエ目は8科13種が確認された。ミズアプ科とアプ科を除く6科は黒木ヶ沢流域に広く分布している。

黒木ヶ沢のような源流域の小渓流に特有な種は特に見られなかった。

ユスリカ科のうちエリユスリカ亜科、ユスリカ亜科の2亜科は個体数が多く、肉食性の水生見虫類などの

餌となっている。
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. .. '-

ガガンポ属の一種 I アシマダラフユ属の一種 " I ミヤマナガレアブ

写真 2-2-6黒木ヶ沢において確認されたハヱ目

⑥その他の水生昆虫類

その他の水生見虫類では、アミメカゲロウ目2科2種とコウチュウ目5科5種が確認された。

アミメカゲロウ目で、はst.2において大型で肉食性であるヤマトクロスジヘピトンボが定性採集により採集

された。

コウチュウ目ではst.lにおいてコクロマメゲ、ンゴロウが確認された。黒木ヶ沢流域において確認された

ゲンゴロウ科は本種のみであるが、この種は、河川源流部や小渓流の落葉が堆積する場所に生息する。

また、 st.4では渓流に特有で、あるマノレガムシが確認された。このほか、 円盤状の形態が特徴的であるマ

ノレヒラタドロムシ属の一種は、全ての調査箇所において見られ、黒木ヶ沢流域内に広く分布していた。

写真 2-2-9黒木ヶ沢におけるその他の水生毘虫類の確認状況

目名 科名 No. 和名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 
アミメカゲロウ目 ヘビトンボ科 ヤマトクロスジへピトンボ Parachauliodes japonicus 圃

ヒロパカゲロウ科 2 ヒロパカゲロウ科の一種 Osmylidae gen. sp. • 
コウチュウ目 ゲンゴロウ科 3 コクロマメゲンゴロウ Platambus insolitus • 

ガムシ科 4 マルガムシ Hydrocassis lacustris • 
マルハナノミ科 5 ケシマルハナノミ腐の一種 Hydrocyphon sp. • • • 
ヒメドロムシ科 6 ヒメドロムシ亜科の一種 Elminae gen. sp. • • • 
ヒフタドロムシ科 7 マルヒフタドロムシ腐の一種 Eubn'anax sp. • •• • •• 

その他の水生昆虫:2目7科7種 地点別確認種額数: 3 4 2 5 
.:定量採集による確盟、 ・:定性採集(任意採集)による確認

圃・・ -.-、r _'.pw"・・
圃・・ ..  ι圃喧副

圃前 fよf・・1
ヤマトクロスジヘピトンボ マルヒラタドロムシ属の一種 コクロマメゲンゴロウ

写真2-2-7黒木ヶ沢において確認されたその他の水生昆虫類
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く水生昆虫類以外の底生動物〉

水生昆虫以外の底生動物は少なく、ウズムシ綱1種、ミミズ綱2種、軟甲綱1種が確認された。

軟甲綱で、あるサワガニはst.l.......3において確認された。個体数も多く、若体から親個体まで様々な大き

さの個体が見られた。 st.4では確認されなかったことより、権現滝より上流には移動できないものと推測さ

れる。

表2-2-10黒木ヶ沢におけるその他の底生動物の確認状況

綱名 目名 科名 No. 和名 学名 st.l st2 st.3 
ウズムシ綱 順列目 サンカヲ7'1;1マウズムシ科 ナミウズムシ DugesIa japonica • • • 
ミミズ綱 イトミミズ目 ヒメミミズ科 2 ヒメミミズ科の一種 Enchytraeidae gen. sp. • • • 

イトミミズ科 3 ミズミミズ亙科の一種 Naidinae gen. sp. • • • 
軟甲綱 ヱピ目 サワガー科 4 サワガー GeothelphLε'a dehaani • •• • 
水生昆虫事置以外:3綱3自4科4種 地点完1)確認種類数: 4 4 4 
-定量録集によるE書留、 .:定性保集(任意篠集)による!ilIE

ナミウズムシ

写真2-2-8黒木ヶ沢において確認されたその他の底生動物

_. 
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(2)定量採集結果

定量採集(O.25mコドラート)による各調査地点の底生動物の湿重量(現存量)を図に示す。

時期別に見ると、全体的に7月よりも9月・11月の方が現存量は高くなる傾向を示した。これは主に水生

昆虫類の生活史によるものであり、夏季は若齢で小型な幼虫は、成長に伴い秋季以降には大型化する

ためである。特にカワゲラ目においては、7月は小型の幼虫がほとんどであったが、 11月には成長した幼

虫が多く採集された。

各分類群においては、主にハエ目の現存量が高く、優占的で、あった。ただし、7月のst.lで、はカゲロウ

目、 11月のst.2ではその他の底生動物(サワガニ)、同月のst.4ではカワゲ、ラ目が優占していた。

現存量は調査時期や調査地点によって変動が見られるものの、全体的には約2g/rrfから約12g/rrfの

範囲で、あった。河川や渓流の底質環境の変遷における初期の段階では、生息する底生動物の種類や

個体数が少なく、現存量は19/rrfに満たない場合がある。黒木ヶ沢においては、水生昆虫類を中心とし

た多様な分類群の底生動物が生息し、現存量は比較的多いことより、良好な生態系が維持されているも

のと言える。なお、底質環境の変遷が進み極相となった河川では、生息する種は特定の種に限られ、個

体数も多くなり、現存量は20g/rrfを超える場合がある。黒木ヶ沢では、 現在のところこのような兆候は見ら

れていない。

ロその他

1ロコウチユウ目
ーーーー --ー-11:ロハエ目

iロトピ何回(捌型)
l・トピケラ自(造網型)
;ロトピケラ目{旬創建)

:ロカワゲラ目

:0トンボE
.・カゲロウ目

14 

10 

。

12 

a 
ネ
(
宮
、
)
咽
倒
閣
ベ

ホ.. 豆重量は各調査地点2サンプルの平均値。単位は、IO.0625mから1mに変検している。

図2-2-4定量採集結果
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(3 )黒木ヶ沢における底生動物の生息の特徴

<生息環境>

確認された底生動物の多くは河川上流域や源流域を主な生息場所とする性質を持つ。このような小

渓流において約60種の底生動物が生息することは、黒木ヶ沢が多様な生息環境を持つことを示してい

る。

小渓流である黒木ヶ沢は、勾配によって水の流れ具合が多様に変化している。このため、沢には「流

速が速く石礁の箇所」や「流速が遅く細かな石礁が堆積する箇所」、「落葉や小枝が堆積する箇所jとい

った様々な環境が見られる。このような環境は規模が小さく微少な環境(マイクロハピ‘タット)であるが、底

生動物はこのような多様な生息環境のうち、それぞれ適した場所を選択して生息している。

<生活史>

水生昆虫類の多くは、 3月頃の早春から6~7月頃の初夏にかけて羽化を行い、成虫となって陸上生

活へと移行する。このため夏季~秋季は、幼虫は水中に見られない場合や若齢であることが多い。本調

査においても、若齢幼虫であるために種までの判別が出来ないものが見られた。 7月の調査では42種の

底生動物を確認したのに対して11月では55種と増加したのも、このような水生昆虫類の生活史によるも

のである。

一方で幼虫期聞が長く羽化までに数年を要するムカシトンボや、年に数回世代交代を行うユスpカ類、

一生を水中で生活するゲンゴロウ類などは、時期に関わらず水中に見られる。 向可司
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2-2-3.両生類の生息状況

( 1 )確認された両生類

サンショウウオ目2種、カエル目3種の合計5種の両生類が確認された。両生類は繁殖時や卵、幼生の

期間、水域を利用しており、水との関わりが強い生物である。特にサンショウウオ2種は渓流などに生息

する流水性の種で、黒木ヶ沢の環境を特徴づける生物と言える。

ヒダサンショウウオは長野県レッドデータブ、ツクにより準絶滅危倶(NT)に指定されている。

表2-2-11黒木ヶ沢における両生類の確認状況

目名 科名 No. 和名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 
サンショウウオ目 サンショウウオ科 ヒダサンショウウオ Hynobius kirnurae • • • • 2 J、コネサンショウウオ Onychodactylus japonicus • • カエ)1;目 ヒキガエル科 3 アズマヒキガエル Bufo japonicus forrnosus • アカガエル科 4 タゴガエル Rana tagoi tagoi • 5 ヤマアカガエル Rana ornativentris • 両生類合計:2目3科5種 地点別確認種類数: 1 3 4 

EUíEIädI軍軍Im~監理

ヒダサンショウウオの幼生(大形)

上:ヒダ、下:ハコネの幼生 ハコネサンショウウオ亜成体

写真2-2-9黒木ヶ沢で確認された両生類
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ハコネサンショウウオの幼生(小形)

ヒダサンショウウオの幼生

ヒダサンショウウオ成体
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(2)黒木ヶ沢におけるサンショウウオの生息の特徴

く生息分布〉

120 

;お
4ロ100
童話

HEmン幼ウオ |
ハコネサンショウウオ|

革80
警60
g40  

5華
宮 20
M 。 L____ーーーーー

st.1 st.2 

一

a円JI f! 
st.3 st.4 

ヒダサンショウウオは、 st.l"-'4の全

地点で確認されたが、 st.lでは幼生l

個体、 st.2では成体1個体が確認され

たに過ぎず、生息分布の中心はより上

流のst.3からst.4である。ハコネサンシ

ョウウオは上流側のst.3、4のみで確認

され、 st.3で、はヒダサンショウウオよりも

捕獲数は少なかったが、 st.4では3回

の調査の合計で100個体以上と非常

にたくさん確認された。

図2-2-5サンショウウオの地点別捕獲数

トーー

従って、サンショウウオ2種ともに主にst.3より上流域に生息しており、ハコネサンショウワオについては、

st.4での生息密度が顕著に高い状況であると言える。

st.2から下流側でサン、ンョウウオの生息数が極めて少ない理由としては、黒木ヶ沢本流ではヤマトイワ

調査臼 No. 

7/10 

7/10 2 

7/11 3 

9/28 

9/28 2 

9/29 3 

11/6 

11/6 2 

11/6 3 

11/6 4 .st.4 
調査日 No. 

7/11 

7/11 2 

9/27 1 

9/27 2 

9/28 3 

9/27 4 

9/28 5 

11/6 

11/6 2 

11/6 3 

11/6 4 

11/6 5 

表2-2-12黒木ヶ沢における両生類の確認記録

和名

ヒダサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

アズマヒキガエル

ヒダサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

アズマヒキガエル

ヒダサンショウウオ

ヒダサンショウウオ

ヒダサンショウウオ

J、コネサンショウウオ

和名

ヒダサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

タゴガエル

ヤマアカガエル

ヒダサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

タゴガエル

ヒダサンショウウオ

ヒダサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

確認状況

生体(幼生)

確認状況

生体(成体)

確認状況

生体(幼生)

生体(幼生)

生体(成体)

生体(幼生)

生体(幼生、亜成体)

生体(成体)

生体(成体)

生体(亜成体)

生体(幼生)

生体(幼生)

確認状況

生体(幼生)

生体(幼生)

生体(成体)

生体(成体)

生体(幼生)

生体(亜成体)

生体(幼生、重成体)

生体(成体)

生体(成体)

生体(幼生)

生体(亜成体)

生体(幼生)
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確認数

11 

4 

6 

3 

4 

確認数

2 

17 

2 

3 

58 

4 

1 

29 

確認状況等

全長3.8cm

確認状況等

全長11.7cm、体長7.5cm

確認状況等

全長3.2-5.2cm

会長3.6-4.9cm

扉風岩付近

全長3.5cm尾部欠損

全長3.1-7.3cm

全長11.3cm、体長7.2cm

全長5.6cm、体長3.7cm扉風岩付近

全長3.6-4.0cm

全畏3.6-4.2cm

確認状況等

全長3.6-3.8cm

全長3.O-6.8cm

全長3.5-3.8cm

全長7.2cm

全長3.1-7.3cm

全長11.3cm、体長7.2cm

全長3.7-4.3cm

全長7.7cm、体長4.2cm

全長2.8-5.8cm



ナの捕食圧があること、流入する小支川で、は雨量が少ない時期に水枯れを起すことなどの要因が考えら

れる。

st.3は黒木ヶ沢に捕食者となるヤマトイワナが生息せず、年間を通じて水量がある。または.4は水量こ

そ少ないものの、水源地で各所に湧出部があり、サンショウウオ幼生の生息、に適した流れが緩く、かつ、

小さな流れが安定的に維持されている。

く生息環境〉

ヒダサンショウウオ、ハコネサンショウウオともに幼生は渓流形をしており、流水環境に適応しお互いに

似たような形態をしているが、ヒダサンショウウオに比ベハコネサンショウウオは肢が発達し、尾びれが広

がらないなどの点で区別でき、より急流にも適応している。今回の調査においても、ヒダサンショウウオの

幼生は渓流の石でせき止められたプーノレ状の流れの緩い箇所に多く、ハコネサンショウウオは水量が少

なく、石の聞を水が流れるような箇所の石の下で多く見られた。st.4にはこのような箇所が多く、st.3では

プール状のたまりの箇所も多かった。

く生活史〉

調査時に渓流部で捕獲した幼生・亜成体の全長の分布を図2-2-5に示す。これによると、ハコネサン

ショウウオで、は、各時期の全長の幅3"'7cmと大きく、特に9月の調査において、5.5""'"'7.5cmの大型個体

(亜成体など上陸開始の個体)が多数確認された。その後の11月の調査ではこれらのサイズの個体はほ

とんど確認されず、上陸し陸上生活に移行したものと考えられる。ハコネサンショウウオは幼生で3年程度

過ごすとされており、 11月の3""6cmの幼生には今年生まれた世代を含め3世代の幼生が混じっていると

推測される。
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図2-2-6黒木ヶ沢で採集したサンショウウオ2種の体サイズ分布(全長)
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一方ヒダサン、ンョウウオでは、捕獲数が少ないこともあるが、幼生のサイズの幅は小さく、 9月、 11月で

は大型個体は確認されず、夏季のうちに上陸を終えたものと推測される。ヒダサンショウウオの幼生は生

まれた当年のうちに上陸変態する地域と、越冬を経て上陸する地域がある。黒木ヶ沢では11月において

も幼生が見られたことから、 1年を水中で過ごし、越冬後翌年の夏までに上陸変態する個体が多いものと

考えられる。

木曽町周辺には、今回確認された2種のほかにクロサンショウウオが分布している可能性がある。本種

は止水性のサンショウウオで、春先に山地のため池、水たまりになどにバナナ状の卵塊を産む。黒木ヶ

沢には、このような止水域がなく、生息している可能性は少ない。

(3 )黒木ヶ沢におけるカエルの生息の特徴

〈生息分布〉

確認されたアズマヒキガエル、タゴガエル、ヤマアカガエルはいずれも山地など森林を中心に生息、す

る種類である。当該地域周辺は木曽川に面した急傾斜地であるため、水田等がなく、アマガエルやトノ

サマガエル、ツチガエルなどの里山やその周辺の森林等に生息するカエル類は確認できなかった。この

ほか渓流環境に特徴的なカジカガエルの生息も期待されたが、幼生・成体ともに確認できなかった。

黒木ヶ沢に生息するカエルは3種にとどまり、確認地点もアズマヒキガエルがst.3のみ、タゴガエルとヤ

マアカガエルがst.4のみと少なく、またそれぞれの確認された個体数も少なかったoしかしながらアズマヒ

キガエルは春季の繁殖期を除くと上陸後の個体を多数確認することは難しく、必ずしも生息数が少ない

とは言えない。生息場所も各所に生息する可能性がある。また、タゴ、ガエノレについても春季め繁殖期で

あれば、鳴声により確認が容易であり、生息数や繁殖場所の把握には繁殖期の鳴声を確認することが

望ましい。産卵に適した濡れた斜面等も黒木ヶ沢沿いには点在しており、 st.4以外にも生息している可

能性は高い。

〈生息環境〉

アズマヒキガエルは山地渓流に多数生息するほか、平地や海岸砂丘地などの森林部にも生息してい

る。池や湖沼などの止水域に産卵するが、山地では渓流や林道脇のたまりにも産卵している。幼生は数

ヶ月で上陸するため、一時期に形成される水域でも繁殖ができる。繁殖期に産卵から幼生期の短い期

間に水域を利用する種で水辺への依存度は比較的小さい。上陸後は森林の林床や渓流治いに分散し

て生活する。

タゴガエルとヤマアカガエノレはともにアカガエルの仲間で、繁殖期以外は水辺を離れ、森林の林床な

どに生息している。タゴガエルは一般にはなじみのない種類であるが、山地を中心に広く生息している

種で、ヤマアカガエルが、丘陵地から山地の水田や湿地、林道脇の水たまりなどの止水域に産卵するの

に対し、タゴガエルの産卵場所はやや特殊で山地の小渓流の岩場や小沢の湿った斜面の穴の中に産

卵している。このため成体もこのようなやや湿った森林の林床やその周囲で見られることが多い。黒木ヶ

沢周辺はヤマアカガエルよりも、タゴガエノレに適した生息戸環境であるo
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2-2-4.腿虫類・哨乳類・鳥類の生息状況

( 1 )確認された腿虫類と哨乳類

~虫類としてへピ2種類、 日甫乳類として、ネズミ目 2種、ネコ目 5種、ウシ目 2種の9種を確認した。

~虫類、 H甫乳類は水辺に依存した動物ではないが、餌場等の利用で生息環境のーっとして重要な役

割をもっている。

表2-2-13黒木ヶ沢における腿虫類・哨乳類の確認状況

自名 科名- No. 和名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 
トカゲ目 ヘピ科 アオダイショウ Elaphe climacophora • 2 ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus • 
腿虫類合計:4目8科1種 地点別確認種類数: 。。
ネズミ目 リス科 ーホンリス Sciurus lis • .* (醤歯自) ネズミ科 2 アカネズミ Apodemus speciosus speciosus • • 

ネズミ科の一種 Muridae gen. sp. • • 
ネコ目 クマ科 3 ツキノワグマ Selenarctos thibetanus • 
(食肉目) イヌ科 4 タヌキ 砂'ctereutesprocyonoides viverrinus • 

イタチ科 5 ァン Martes melampus melampus L旦一
6 アナグマ Meles meles anakuma • 

ジャコウネコ科 7 ハクピシン Paguma larvata •• • .圃
ウシ自 イノシシ科 8 イノシシ Sus scroゐleucomystax • • 
(偶蹄目) ウシ科 9 カモシカ Capricomis crispus • • • • 
晴乳類合計:4目8科9種 地点別確認種類数: 6 4 5 3 

.:目撃・フィールドサイン法、・:自動娠影 *:林道駐車場

アオダイショウ(7月 st.3) ヤマカガシ(9月 st.4)

ニホンリス(11月林道駐車場) ニホンリス(11月林道駐車場) ニホンリス食痕(11月歩道)

圃圃圃圃圃圃量四回温圃・圃圃

アカネズミ食痕(9月 st.1) 自動犠影アカネズミ(7月 st.3) 自動撮影ネズミ科の一種(7月 st.3)

写真2-2-10黒木ヶ沢で確認された腿虫類・哨乳類
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ツキノワグマ(9月 st.2)

自動撮影アナグマ(11月 st.1) 自動撮影アナグマ(11月比1) 自動搬影ハクピシン(7月比3)

自動撮影ハクビシン(9月 st.2) 自動撮影ハクピシン(9月 st.2) イノシシ掘り返し(7月比1)

イノシシ足跡(11月 st.4) カモシカ糞(9月比4) カモシカ食痕(7月 st.4)

写真2-2-11 黒木ヶ沢で確認された晴乳類

(2 )黒木ヶ沢における腿虫類の生息の特徴

へピの確認個体数は非常に少なく、アオダイショウがst.3で、ヤマカガシがst.4でそれそ。れ1個体ずつ

確認されたに過ぎない。いずれの種も平地から山地に広く生息する種である。アオダ、イショウはネズミを

好んで捕食することが知られているが、野鳥やその卵を狙うこともある。

ヤマカガシはカエノレ等を好んで捕食する。このため水辺環境の破壊によるカエノレの生息数の減少に

よりヤマカガ、パコ減少していると言われている。

へピ類が上流側の地点でのみ確認されたことは、偶然とも考えられるが、餌となるカエル類も上流の地

点で確認されており、上流側の方が両生類、~虫類相は豊富であることを示唆するものかもしれない。
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表2-2-14黒木ヶ沢における腿虫類・晴乳類の確認記録

.st.2 
調査日 No 和名 確認状況 確認数 確認状況等

7/10 カモシカ 食痕 + 沢沿いに多数

9/27 カモシカ 食痕 1 

9/29 2 ツキノワグマ 爪痕 1 歩道沿いのスギ

9/29 3 ニホンリス 生体 1 歩道

.st.3 
調査日 No. 和名 確認状況 確認数 確認状況等

7/10 1 カモシカ 食痕 + 沢沿いに多数

7/11 2 アオダイショウ 生体(成体) 1 権現滝付近、全長470m

9/27 1 カモシカ 糞、食痕 1 

9/27 2 イノシシ 足跡 1 斜面

11/5 1 ニホンリス 食痕 1 st.4への歩道

11/6 2 カモシカ 食痕 やや古い?

1116 3 ハクピシン 糞 2 歩道(権現滝付近)、柿の種含む

11/6 4 ニホンリス 生体 林道駐車場

圃st.4
調査目 No. 和名 確認状況 確認数 確認状況等

7/11 1 カモシカ 食痕 1 沢沿いに多数

7/11 2 Tン 糞 歩道沿い

7/11 3 ネズミ科の種 生体(目撃) 沢沿いの石下

9/27 1 カモシカ 糞 2 1ヶ所は止4手前歩道

9/28 2 ヤマカガシ 生体(成体) 1 全長790m

11/6 イノシシ 足跡、掘り返し 1 水辺の周辺に多い

(3 )黒木ケ沢における哨乳類の生息の特徴

晴乳類調査では目撃・フィールドサインのほかに自動撮影機を設置して調査を行った。

現地踏査による目撃・フィールドサイン調査ではカモシカの食痕が非常に多く観察され、 st.l~4の調

査地のほか、途中の各所で見られた。また、イノシシと思われる地表表面の掘り返しゃ足跡が沢沿いや

歩道沿いで多数見られた。この他の種の生息痕跡は比較的少なく、わずかにテン、ハクピ‘シンの糞、ニ

ホンリスの食痕、ツキノワグマの爪痕が確認されたに過ぎない。

ツキノワグ、マについては、石洞近くのスギの大径木に付けられた複数の爪痕を確認した。このスギには

洞があり、ミツバチの巣を駆除した跡があったことから、ミツバチの巣を狙ってやってきたものと推測される。

これまでツキノワグ‘マは上部の尾根沿いで確認されていたものであるが、餌を求めて下の方に降りてきて

いることが分かった。蜂の巣や入り込み者の食べ残しなどはクマを誘引する要因となるため、注意が必要

である。
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自動撮影機では、ハクピシン、アナグマ、タヌキ、アカネズミの4種が撮影された。このうちハクピシンは

st.1~3で複数回記録されたが、タヌキ、アナグマはst.lで11月に確認されたのみであった。しかしながら、

タヌキは2頭、アナグマは3頭が同時に写っており、家族で行動していたものと考えられる。

.st.1 
設置日

7/10 
9/27 
11/5 
11/5 
11/5 
11/5 

(4 )確認された鳥類

表2-2-15黒木ヶ沢における自動撮影記録

回収臼 No. 
7/11 
9/29 
11/6 
11/6 2 

11/6 3 

11/6 4 

和名

ハクピシン
撮影なし

ハクピシン
アナグマ
タヌキ

ハクピシン

和名
撮影頑ア
ハクピシン
ハクピシン

確認数

3 

2 

2 

撮影枚数

8 
2 

z 

一♂

烏類は5目18科26種を確認した(表2-2-16)。水辺はカモ類等を除いた多くの烏類にとって利用環境

の一つであり、問虫類、日市乳類と同様に水辺に依存することはない。

サンショウクイは、環境省レッドリスト(2007年版)により絶滅危倶E類(VU)に指定されている。今回調

査では7月調査時に林道駐車場において鳴き声(地鳴き)を確認した。また、サシパは長野県レッドデー

タブックにより絶滅危倶E類(VU)に指定されている。 11月調査時に黒木ヶ沢上空を通過したのを確認し

た。南方への渡りの途中であり、黒木ヶ沢に生息している個体である可能性は少ない。
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表2-2-16黒木ヶ沢における鳥類の確認状況

目名 科名 No. 和名 学名 st.1 st.2 st.3* st.4 

タカ目 タカ科 サシパ Butastur indicus • 
キジ目 キジ科 2 ヤマドリ Syrmaticus soemmerringii • 
ハト目 ハト科 3 キジバト Streptopelia orientalis •• 
キツツキ目 キツツキ科 4 アカゲフ Dendrocopos m唖!ior • 圃

5 コゲフ Dendrocopos kizuki • .圃
スズメ目 セキレイ科 6 キセキレイ Motacilla cinerea •• • • 

サンショウクイ零 7 サンショウクイ Pericrocolus divaricatus divaricalus • 
ヒヨドリ科 8 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis -圃 • •• 圃
カワガフス科 9 カワガフス Cinclus pallasii • • 
ミソサザイ科 10 ミソサザイ Trl哩10のtestroglodytes •• •• 
ツグミ科 11 シロI、フ Turdus pallidus • •• 
ウグイス科 12 ヤブサメ LJトosphenasquameiceps • • 

13 ウグイス Cettia diphone • • • 
ヒタキ科 14 キビタキ Ficedula narc.出ina • 

15 オオルリ Cyanopti均 cyanomelana • • • • 
エナガ科 16 エナガ Aegithalos caudatus •• •• •• 
シジュウカフ科 17 コガフ Parus montanus • •• 

18 ヒガラ Parus ater •• •• •• •• 
19 ヤマガフ Parus varius •• 圃
20 シジュウカフ Parusm竜'Ior •• • 
21 ゴジュウカフ Sitta europaea •• • 

メジロ科 22 メジロ Zosterops japonicus • 
ホオジロ科 23 ホオジロ Emberiza cioides • 
アトリ科 24 イカル Eophona personata • 
カフス科 25 カケス Garrulus glandarius • •• •• • 

26 ハシフトガラス Corvus macrorhynchos • 
鳥類合計:5目18科26種 地点別確認種類数: 6 10 24 14 

.:目撃による確a、・:鳴声による5童館(さえずり・地鳴き) 向日は林道および林道駐車場での確箆も含む

ヤマドリ(11月林道) キジバト(9月林道駐車場) ヒヨドリ(7月林道駐車場)

ミソサザイ(11月比4)

ヤマガラ(11月林道駐車場) ゴジュウカラ(7月林道駐車場) カケスの羽(7月 st.1，..，入口)

写真2-2-12黒木ヶ沢で確認された鳥類
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(5 )黒木ヶ沢における鳥類の生息の特徴

黒木ヶ沢の沢沿いおよび周辺は高木林であり、特にヤマガラやヒガラなどのカラ類は数個体から数十

個体の群れを形成して樹上を移動しながら採餌していた。カラ類の他にアカゲラ、コゲラ、カケスなどの

樹上性の鳥類が多く確認されたことより、黒木ヶ沢の鳥類は森林との関わりが大きいと言える。

林床の低木は多くないため、茂みに生息する鳥類も少なく、ウグイス、ヤプサメを鳴き声で確認したに

過ぎなかった。黒木ヶ沢周辺よりも低木や草本が多い林道では、地上性の鳥類としてヤマドリが見られ

た。

沢沿いでは水辺に生息するカワガラス、ミソサザイ、キセキレイが確認された。カワガラスとキセキレイ

はst.3より下流側、ミソサザイはst.3より上流側に見られた。カワガラスは水中に潜り水生昆虫を採餌する

ため、勾配が緩く水量の少ない上流側よりも下流側の方が採餌に適した場所が多いものと推測される。
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2-3.林況・植生調査

( 1 )確認された植物

現地調査を7月10日"'11日に実施した。調査地の標高は、おおよそ790mから1080mの範囲である。

今回の調査で記録した植物は、 74科218種(アザミ属の一種を含む)である(表2-3-1)。特定外来生物、

要注意外来生物を含む外来種は記録されず、いずれも在来の植物である。

黒木ヶ沢は、カツラ、ケヤキ、トチノキなどが優占する渓畔林が発達し、胸高直径60cmから80cmの大

径木が渓岸に沿って点々と生育する。左右岸の斜面は、傾斜が急で表士が薄く、斜面下部の自然植生

は主にケヤキ林である。斜面中~上部、尾根

にかけてはサワラ、ツガなどの針葉樹類が生育 表2-3-1記録した植物の内訳

する。また下流側のst1"'st2にかけてはスギ、 分類 科数 種数

カラマツ人工林がみられる。
シダ植物 7 29 
裸子植物 4 8 

このほかst.3で、はイワタノ〈コ(イワタノ〈コ科)が 被子植物
双子葉植物離弁花 41 117 

生育するほか、フクロシダ、イヌシダ、イワデン 合弁花 17 44 

ダ、イワトラノオなどのシダ類など岸壁など岩場
単子葉植物 5 20 

計 74 218 

に特有の植物も分布する。

レッド、リストやレッドデータプ‘ック等に記載のある特定種は、タガソテ'ソウ(ナデ、シコ科)とヤマシャクヤク

(ボタン科)の2種である。タガソデ、ソウは環境省レッド、リスト(2007年版)の絶滅危倶E類(VU)及び長野県レ

ッドデータブックの準絶滅危倶種(NT)、ヤマシャクヤクは環境省レッドリスト(2007年版)の準絶滅危倶

(NT)及び長野県レッド、データブ、ツクの絶滅危倶E類似U)に指定されている。

ヤマシャクヤクは長野県指定稀少野生植物にも選定されており、選定理由として「里山に生育するも

ので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要がある

ため。また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が期待されるため。 jの2点が

挙げられている。記録した地点は両種ともst.4で、歩道沿し1から明るい林内にかけて少数が生育する。

イワタ1¥コ(st.3) ヤマシャクヤク(st.4)

写真2-3ー1黒木ヶ沢に見られる特有な植物
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表2-3-2黒木ヶ沢における植物の確認状況(1) 

科名 No 名 学名 st.1 坑2st3 st4 他
ハナヤスリ科 1ナツノハナワフピ Botrychium帥wnianum • 
コパノイシカグマ科 2 イヌシダ Denns担edtiahirsuta • 

3 オウレンシダ Denns白edtiawilfordii • 
4フジシダ Ptilopteris m副 imowII但;;i • 

ミズワラビ科 5イワガネゼンマイ ConiogJ匂'mmeintermedia • • • 
チャセンシダ科 6イワトラノオ Asplenium tenuicaule • 
オシダ科 7ホソパナフイシダ Arachniodes borealis • 

8ナンゴクナフイシダ Arachniodes miqueliana • 
9ミサキカグマ Dryopteris chinensis • 
10 オシダ Dryopteris crassirhizoma • • 
11 ミヤマベニシダ Dryopteris monticola • 
12 ミヤマクマワフビ D叩叩恒rispoly!.叩Is • • 
13 ミヤマイ告チシダ Dryopteris sabaei • 
14 イワシロイノデ Polystichum ovatOi-沼ldace即 7var.corsiense • • 
15 サカゲイノデ Polystichum retroso-paleaceum • 
16 ジュウモンジシダ Polystichum tripteron • • 

メシダ科 17 ヌリワフビ Athyrium mesosorom • 
18 イヌワフビ Athyrium niponicum • 
19 ヤマイヌワフビ Athyrium vidalii • 
20 ヘビノネゴザ Athyrium yokoscense • 
21 イッポンワフビ Cornopteris crenulato-se，庁vlata • 
22 シケチシダ Cornopteris decurrenti-alata • 
23 シケシダ Deparia japonica • 
24 ハクモウイノデ Deparia pycnosora var.albosquamata • • 
25 キヨ9キシダ 。'iplaziumsql闘'migerum • • • 
26 フクロシダ Woodsia manchuriensis • 
27 イワデンダ Wooa告白polystichoides .-1._..-1....-

ウラボシ科 28 ノキシノブ Lepisorus thunbe，噌ianus • 
29 オシャグジデンダ Polypodium fauriei • 

マツ科 30 モミ Abies砂ma • • • • 
31 カフマツ Larix kaempferi • • 
32 アカマツ 月rnusdensiflora • 
33 ツガ Tsuga sieboldii • 

スギ科 34 スギ Cryptomeria japonica • • • 
ヒノキ科 35 ヒノキ Chamaecyparis obtusa • 

36 サワフ Chamaecyparis pisifera • 
イチイ科 37 カヤ 丁。間関nucin.町a • 
カバノキ科 38 ミズメ Betula grossa • 

39 ウダイカンJ~ Betula maximowiczIana • 
40 サワシパ Carpinus cordata • 
41 クマシデ Carpinus japonica • 
42 アカシデ Carpinus laxiflora • 
43 イヌシデ Carpinus tschonosklI • 
44 ツノハシバミ Corylus sieboldiana • 

ブナ科 45 クリ Castaneacrenatョ • 
46 コナラ Quercusse，庁-ata • 

ーレ科 47 エゾエノキ Celtis jessoensis • • 
48 ケヤキ Zelkova se.庁-ata • • • • 

クワ科 49 ヤマグワ Morus australis • • 
イラクサ手ヰ 50 アカソ Boehmeria sylves加s • • 

51 ウワJ~ミソウ Elatostema umbe/latum var.m曹'us • • • • 
52 ミヤマイラクサ Laportea macrostachya • • • 
53 アオミズ Pilea pumila • 
54 イラクサ Urtica thunbergiana • 

ビャクダン科 55 ツクハネ Buckleya lanceolata • 
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表2-3-3黒木ヶ沢における植物の確認状況は)

科名 N。 名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 他
告デ科 56 ミズヒキ Antenoron filiforme • • 

57 ミヤマターソパ Persicaria debilis • • • • 
58 イ~ドリ Reynoutria japonica • 

ナデシコ科 59 タガソデソウ Cerastium pauσ~iflorum var. amurenSfJ • 
60 ワダソウ Pseudostellaria heterophylla • • 
61 ミヤマハコベ Stellaria sessiliflora • • • 

モクレン科 62 タムシパ Magnolia salic.汗'oh描 • 
マツフサ科 63 マツブサ S包hisandra問 'Panda • 
クスノキ科 64 ダンコウバイ Lindera obtusiloba • 

65 クロモジ Lindera umbellata • 
66 アフラチャン Parahenzoin praecox • • • • 

カツラ科 67 カツフ Cercidiphyllum japonicum • • • 
キンポウゲ科 68 ヤマオダマキ Aquilegia buergeriana 

69 オオバショウマ Cimiciluga acerina • 
70 ボ事ンヅル αematis apiifolia • 
71 センーンソウ属の一種 Clematis唖‘ • 
72 カフマツソウ 日'sliclrumaquileg曲如rmvar.intermedium • • 

メギ科 73 ヒロハへビノボラズ 8erberis amurensi旨 • 
74 ルイヨウボタン Caulophyllum robustum • • • • 

アケビ科 75 アケピ Akebia quinata • 
76 ミツバアケビ Akebia trifolia白 • 
77 ゴヨウアケビ Akebia x pentaphylla • 

センリョウ科 78 ヒトリシズカ Chloranthus japonicus • • • 
79 フタリシズカ Chloranthus se.庁-atus • • 

ウマノスズクサ科 80 ウスパサイシン AsIasarom sieholdii • • • 
ボ~ン科 81 ヤマシャクヤク Paeonia japonica • 
マ告タビ科 82 サルナシ Actinidia al苫uta • 

83 マ9タピ Actinidia po~盟担ma • • 
ケシ科 84 フウ口ケマン Corydalis pallida • • 

85 タケニグサ Macleaya corda白 • 
アブラナ科 86 ヤマハ告ザオ Arabis hh阻止a • 

87 ジャニンジン Carc泡mineimpatiens • 
88 ワサビ Eutrema)包'pomca • • 

マンサク科 89 コウヤミズキ Corylopsis g由brescensvar.gotoana • 
ユキノシ9科 90 チダケサシ Asti必emicrophylla • 

91 トリアシショウマ Astilbe thunbergii var.congesta • 
92 ツルネコノメソウ Chrysosplenium 冒~gelliferum • 
93 ヤマネコノメソウ Chrysospleniumjaponicum • • 
94 ツコウネコノメソウ Chry宮田'p!oni'ummacrasttJm酎 var.shic自白'flJnso • • • • 
95 ウツギ Deutzia crenata • • • 
96 コアジサイ Hydrangea hirta • 
97 ヤマアジサイ 'かrJrangeamacrophylla var.8cuminats • • • • 
98 コチャルメルソウ Mitella pauciflora • • • 
99 パイカウツギ Philadelphus sa;セ出n唾 • 
100 クロクモソウ Saxifi-aga丘Iscavar.kikubuki • 
101 イワガラミ Schizophragma hyo均ngeoides • 

J~ラ手ヰ 102 シロミノヘビイチゴ Duchesnea chrysan曲af.leucoσephala • • 
103 ヤブヘビイチゴ Duchesnea indica • 
104 ダイコンソウ Geumjaponicum • 
105 ヤマブキ Ken-iajaponica • • 
106 キジムシロ Potentilla Iragarioides var.major • 
107 チョウジザクフ Pru.問 sape;泊la • 
10 8キンキマメザクフ Prunus incisa var.kinkiensis • 
10 自ナガパモミジイチゴ Rubus palmatus • 
11 0モミジイチゴ Rubuspa，加'atusvar.cσ'Ptophyllus • • 
111 コパノフユイチゴ Rubus Deotinellus • 
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表2-3-4黒木ヶ沢における植物の確認状況(3)

科名 No 種名 学名 st.1 st.2 st.3 st4 {也
マメ科 112 ユクノキ Cladr.酷~tissikokiana • 

113 フジカンゾウ Desmodium oldhamii • 
114 クズ Pueraria lobata • 
115 ナンテンハギ ~ciaunüuga • 
116 フジ 陥~teria 庁'on必unda • • 

フウロソウ科 117 ゲンノショウコ Geranium thunbergii • 
ミカン科 118 コクサギ Orixa japonica • • 

119 サンショウ Zanthoxylum piperIi如m • 
ウルシ科 120 ヌルデ Rhus javanica var.roxburgii • 
カエデ科 121 ホソヱカエデ Acer capillipes • 

122 チドリノキ Acer carpinifolium • • • • 
123 ウフゲエンコウカエデ Acer pictum f. connivens • 
124 オニイ9ヤ Acer pictum f.ambiguum • • • • 
125 オオモミジ Acer palmatum var.smoenum • • • 

トチノキ科 126 トチノキ Aesculus tur古'inata • • • • 
アワブキ科 127 アワブキ Meli・'osmamyriantha • 

128 ミヤマハハソ Meli・osmatenuis • 
ツリフネソウ科 129 キツリフネ Impa;世ensnolii恒'17ge，問 • • • 
モチノキ科 130 アオハダ Ilex macropoda • 

131 ソヨゴ Ilex pedunculosa • 
ーシキギ科 132 ツルマサキ Euonymus命Irluneivar.radicans • • 

133 サワダツ Euonymus melananthus • 
ミツバウツギ科 134 ミツバウツギ Staphylea bumalda • • • • 
フドウ科 135 ノブドウ Ampelopsis glandulosa var.heterophylla • 
スミレ科 136 エゾノ告チツボスミレ Vio/a acuminata • 

137 エイザンスミレ Vio/a eizanensis • 
138 オオタチツボスミレ Viola kusanoana • 
139 フモトスミレ Viola pumilio • 
140 ヒナスミレ Viola担rkedana • 
141 シハイスミレ Vio/a vio/acea • 

ウリノキ科 142 ウリノキ Alanglum platanifolium var. tn'/obum • • 
ウコギ科 143 コシアブラ Acanthopanax sciado.ρ'hylloides • 

144 ウド Aralia cordata • 
145 9カノツメ EvodI<。回naxinnovans • 
146 トチパニンジン Panaxjaponicus • 

セリ科 147 ノダケ A羽田IA国 de凶陪i国 • 
148 シフネセンキュウ Angelica polymorpha • • 
149 ミツJ~ C叩pt，。担問iajap凶 i担 • • • 
150 ヤフニンジン Osmorhiza arista白 • • 
151 ウマノミツバ Sanicula chinensis • 
152 カノツメソウ S阿riopimpinellacalycina • • • 
153 オヤブジラミ T町il;5scabra • 

リョウフ科 154 リョウブ Clethra barbinervis • 
イチヤクソウ科 155 イチヤクソウ 月〆'ro/ajaponica • 
ツツジ科 156 ウラジロヨウフク Menziesia multiflora • 

157 パイカツツジ Rhododendron semibal古'stum • 
158 トウゴクミツバツツジ Rhododendron wadanum • 

サクラソウ科 159 ギンレイカ Lysimachia acroadenia • • • 
160 オカトフノオ Lysi.初t1chiac/ethroides • 
161 コナスピ Lysimachia j'aponica f.subsessJ7is • 

エゴノキ科 162 オオパアサガラ F司terostyraxhispidus • 
163 エゴノキ Styraxjaponicus • 
16 4ハクウンボク Styrax obassia • 

ハイノキ科 16 5サワフ告ギ 品l171P/ocosahinensis var.ltJuaoaa，伊'afpllosa • 
16 61$1ンナサワフタギ Sym/1!ocos coreana • 
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表2-3-5黒木ヶ沢における植物の確認状況(4)

科名 No. 種名 学名 st.1 st.2 st.3 st.4 他
モクセイ科 167 アオダモ 丹i3xinuslanuginosa f.se，庁a白 • 
アカネ科 168 クルマパソウ Asperola odorata • • • • 

169 クルマムグフ Galium lrifloriforme v，町nipponicum • 
クマツヅフ科 170 ムフサキシキフ Callicarpa japonica • • 

171 クサギ Clerodendrom trichotomum • 
シソ科 172 ジュウーヒトエ Ajugan担'/)onensls • 

173 イヌトウパナ Clinopodium micranthum • • 
174 カキドオシ Glechoma hederacea var.grandis • 
175 フショウモンカズラ Meehania町唱。ifolia • • • • 
176 コウシンヤマハッカ Rabdosia umbrosa varJatifolia • 

ナス科 177 ハシリドコ口 Scopolia japonica • 
ゴマノハグサ科 178 ミヤマママコナ Melampyrum laxum var.nikkoense • 
イワ告パコ科 179 イワ~/~コ Conandron ramondioides • 
ハエドクソウ科 180 ハエドクソウ Phryma leptos白chyavar.8siatica • • • 
スイカズラ科 181 ーワトコ Sambucus racemosa ssp.sieboldiana • 

182 ミヤマガマズミ Viburnum w円ightii • 
183 オオミヤマガマズミ Vihurnum wrightii var. stipellatum • 

キキョウ科 184 ソパナ Adenophora remotiffora • 
185 ヤマホタルブクロ Campanula punctata var.hondoensis • 

キク科 186 ノブキ Adenocaulon himalaicum • 
187 オクモミジハグマ Ainsliaea acerifolia v置‘割，bapoda • 
188 ヨモギ Artemisia indica var.maxin悶WICZII • 
189 シロヨメナ Aster ageratoides Sl時 leiophyllus • 
190 モミジガサ Ca，田 liade/phiniifolia • 
191 オオカーコウモリ Cacalia nikomontana • 
192 アザミ属の 種 Cirsium sp • 
193 ヤマーガナ Lacluca raddeana var.elata • 
194 フキ Pe白'sitesjaponicus • 
195 フクオウソウ Prenanthes acerifolia • 
196 サワギク Senecio nikoensis • • • 
197 ヤブレガサ Synel7esis palmata • 

ユリ科 198 チゴユリ Disporum sn.羽~acinum • 
199 オオウパユリ Lilium con拘tumvar.gfehnii • • 
200 ミヤマナルコユリ Polygona如rmlasianthum • 
201 ユキザサ Smilacina japonica • • 
202 ヤマカシュウ Smilaxst恒boldii • 
203 エンレイソウ T rillium smallii • • • 
204 シロパナエンレイソウ Trillium tschonoskii • • 

ヤマノイモ科 205 オドコロ Dioscorea tokoro • 
イグサ科 206 クサイ Juncus tenuis • 
イネ科 207 アズマガヤ Asperella longe-aristata • • 

208 ヤマトボシガフ Festuca japonica • 
209 オオウシノケグサ Festuca robra • 
210 コチヂミザサ Oplism(Jnus undulati胎liusvar japonicus • • • 
211 チシマザサ Sasa kurilensis • 
212 カーツリグサ 万台etumbli百'dum • 

カヤツリグサ科 213 シロイトスゲ Carex alterniflora • 
214 イトスゲ Carex fernaldiana • 
21 5ヒゴクサ Carexjaponica • 
21 6ヒメシラスゲ Ca.問 X冊。lIicula • 
21 7ミヤマカンスゲ Carex multifolia • 
21 8夕方ネソウ Carex siderosticta • 

植物合計:74科218種 地点別確認種類数 80 62 58 57 72 

国語調査地点以外の歩道等において確認された植物は、『他』に宮めている.
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(2)黒木ヶ沢における林況および植生の特徴

①st目1

砂防堰堤の上流域で、左岸から角ヶ沢が合流する場所である。

右岸は砕石主体の表士が露出する急斜面で、樹高15~20mのケヤキ林が分布する。林内は低木層

が発達し、樹高2m内外のアプラチャンが一面に生育する。草本層はまばらで、ルイヨウボタン、ウスパサ

イシンが多くみられる。

左岸はスギ人工林で、樹高15~20m、胸高直径15~20cmである。渓床はミツバウツギ、オニイタヤなど

の小高木が優占する。堰堤の堆積地には、カキドオシ、ミヤマタニソパ、ネコノメソウなど、堆積地に流れ

込む渓岸には、コチヤノレメノレソウ、ミヤマタニソパなどの湿地性植物が小群落をつくって分布する。ラ泊

ウモンカズラ、イワガラミ、モミジイチゴなども多い。角ヶ沢の流入部にはワサビも群生する。

②st.2 

左岸から中ヶ沢が合流する場所である。渓岸に生育するチドリノキが渓流にかぶさるように生育する。

渓岸にはいろいろな植物が生育し、キツリフネ、ウスバサイシン、コチャルメルソウ、ウワパミソウ、ハエドク

ソウ、シロイトスゲなどが多い。

右岸は急斜面で、樹高18~20mのケヤキ林が分布する。山腹は低木~草本層はまばらで、草本層で

はギンレイカ、オオサワハコベが比較的多い。斜面下部から渓岸にかけては、ウスパサイ、ンン、コチャル

メルソウ、ウワパミソウなどの小群落が分布し、樹高6~8mのチドリノキ、ケヤキなどが渓流を覆うように生

育する。

右岸上流側はカラマツ人工林となってb泊。右岸斜面下部から渓岸にかけては、ウスパシシン、ウワパ

ミソウ、コチャノレメルソウが群生する。

左岸は、歩道沿いにトチノキ、スギ、カツラの大径木が分布する。中ヶ沢左岸は風倒木処理跡で、アブ

ラチャンなどの低木層が疎生する。草本層ではミヤマタニソパ、ラショウモンカズラなどが生育する。

③st.3 

右岸から支沢が合流する場所である。左右岸とも急斜面で、樹高25mのカツラ、トチノキ、ケヤキ林が

分布する。カツラは斜面にも大径木が点在し、数メートJレの細い若木が幹を取り囲むものが多い。

山腹は低木~草本層はまばらで、低木層では斜面にアブ、ラチャン、渓岸部にチドリノキが多い。草本

層では斜面下部から渓岸にかけては、ウスパサイシン、ネコノメソウ、ミヤマイラクサなどギンレイカが比較

的多い。合流部右岸の尾根付近にはサワラ林が分布する。

歩道沿いにトチノキ、スギ、カツラの大径木が分布する。左岸の歩道側には露出した岩盤があり、イワ

タバコが生育するほか、フクロシダ、イヌシダ、イワデンダ、イワトラノオなどのシダ類が着生する。

④st.4 

左岸から支沢が合流する場所である。沢底部は広く傾斜は緩やかで、渓流がやや蛇行して流れる。

沢底部には樹高25m、胸高直径70cm内外のサワラ、ツガなどが生育し、亜高木層にはオオモミジ、トチノ
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キ、ミツバウツギ、低木層にはミヤマホウソ、アブラチャン、ヤマアジサイ、ウりノキなどが多くみられる。渓

岸に生育するチドリノキが渓流にかぶさるように生育する。

左右岸とも斜面は急で、左岸はケヤキ林、右岸は斜面中~上部に樹高20mのサワラ林が分布する。

右岸は急斜面で、下部斜面にはオニイタヤ、モミなどの高木が生育し、低木層にはオオモミジ、ミヤマホ

ウソが多い。草本局は、まばらである。

渓流沿いには、ネコノメソウ、コチヤノレメノレソウなどが群生する。長野県絶滅危倶E類のヤマシャクヤク

が点々と生育する。
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3 今後の課題

3-1.黒木ヶ沢と生物との関わり

黒木ヶ沢は、良好な水質の水と多様な環境を持つ小渓流であり、底生動物をはじめとして多くの生物が生

息することが今回の調査により明らかとなった。このような豊富な生物相は発達した森林によるところが大きい

ものと言える。

黒木ヶ沢に生息する底生動物の多くは、森林より供給される豊富な落葉などを餌や巣材としている。このよ

うな底生動物が安定的に生息することにより、これらを捕食する肉食性底生動物であるカワゲラ類やトンボ類

や魚類であるヤマトイワナなどの生息を可能にしている。また、カエノレ類やサンショウウオ類は生活史におい

て水域・陸域の両方を生活場所としており、黒木ヶ沢においては水環境と森林環境の両方が整っているため

生息や繁殖が可能になっている。

このような底生動物などを含む黒木ヶ沢の森林生態系は、長い時間をかけて育まれてきたものである一方、

大規模な自然災害や過度な人為的作用に弱い面も持ち合わせている。このため、今後も黒木ヶ沢の森林を

維持することが、黒木ヶ沢の生態系の維持に結びつくものと考えられる。

3-2.今後の保全・管理について

黒木ヶ沢流域の森林は、上流域にはトチノキ、カツラ、サワラなどの高齢級の大径木が、下流域にはカラマ

ツ、スギの人工林により占められている。黒木ヶ沢の水質の維持、森林の保水機能及び水源かん養機能の維

持のために、流域に生育している樹木に対し適切な森林整備を行い、森林生態系の要となる森林土壌の形

成を図ることが必要である。今後、降雨時の土砂の流入により、底生動物や魚類の生息に影響を与えることが

予想されることから、定期的な水質調査や降雨後の土砂の流入状況を把握することが黒木ヶ沢流域の森林

生態系を維持するにあたり重要であるものと考えられる。

また、黒木ヶ沢を含む地域は「城山史跡の森」として多くの人が気軽に訪れることができる場所となっている。

このため、「城山史跡の森」に生息する動植物や水生生物についての紹介や生息状況などの情報を提供す

ることにより、森林環境教育の場としての利用を図り、「城山史跡の森Jの森林生態系に対する保護・保全の意

識を高めることも必要と考えられる。
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【黒木ヶ沢生息状況位置図】

【黒木ヶ沢に生息する主な水生昆虫類の見分け方】

【黒木ヶ沢に生息するサンショウウオ類2種の見分け方】
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黒木ヶ沢に生息する主な水生昆虫類の見分け方

1 .黒木ヶ沢に生息する水生昆虫類の分類

f¥ 分類 形態-，
生活場所

目 科 ①体型 ②御 ③麹 @尾毛 ⑤エラ
カゲロウ目 コカゲロウ科

あり あり
ヒラタカゲロウ科 (腹部側面ある
モンカゲロウ科など (3本・2本)

いは背面)
トンボ目 ムカシトンボ科 なし なし

サナエトンボ科など 円筒形・属平など 原基あり (尾部付属 (カワトンボ科
器あり) は島患菜あり)

カワゲラ目 オナシカワゲラ科
あり あり

カワゲラ科など あり (2本) (胸昔日腹函) 幼虫lま水生
生活水 アミメカゲロウ目ヘピトンボ科 あり (成虫は陸上生 ヒロパカゲロウ科

なし (腹部側面) 生活)
毘
虫 トピケラ目 シマトビケラ科 (尾肢・鈎 なし
類 ナガレトピケラ科 爪あり) (もしくは腹部に

カクツツトピケラ干4な イモムシ型 あり)

ハヱ自 どガガンボ科 なし

ユスリカ科 なし
ナガレアブ科など

種によって異な
コウチュウ目 ゲンゴロウ科 幼虫:イモムシ型・ なし

る 幼虫・成虫と
ヒラタドロムシ科など ゴキブリ霊など、 あり もに水生生

成虫:卵形・円盤整
活主主ど

叫:骨因調査により確包された水生昆虫類を基に作成している.

2.水生毘虫類の見分け方

④ザ

i

②胸、
J 伽 (原基)
エラ(腹部側面・糸状}

ムカシトンポ科 サナエトンボ科 カワトンボ科

⑥--.... 
短く糸状

①やや扇平

力ワゲラ目

オナシカワゲラ科 +ーっ④尾毛
~ (2本)

カワゲラ科

②、
脚

⑤エラ
(ふさ状)

①やや扇平で小型 』 ①やや扇平で大型

①体型・形状はやや扇平のものが多い。②脚:胸部に3対。③麹:原基(麹の基になる部分)がある。④尾毛:2::<転。

⑤エラ:胸部腹面にある(ヱラのない種もある)。⑥その他:頭部・胸部の背面には特有の紋様がある(カワゲラ科・

モンカワゲラ科)。

アミメカゲロウ目

¥@ 
麹{原基)
なし

⑥絹糸で礁の隙聞に巣を作る | ⑥巣iま作らない(川底を晶う)一一| ⑥植物片や砂粒で筒状の巣を作る

①体型:イモムシ型 ②脚:胸部lこ3対。 ③姐 :なし。④尾毛.なし。尾肢と鈎爪がある。

⑤ヱラ:なし(ある湯合は腹部)。⑥その他:多〈の種は』換を作る(ナガレトピケラ科は作らない)。

(5)エラ
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トピケラ目

シマトビケラ科 pm 
④尾肢・鈎爪

¥ 

①体型:イモムシ型で大型。

②脚:胸部に3対。

③麹:原基なし。

④尾毛:なし。尾肢と鈎爪がある。

⑤ヱラ:腹部腹面にある

(エラのない種もあるい

⑥その他:腹部側面に突起を持つ。

⑦ 口器(アゴ)が発達している。

ナガレトピケラ科 カクツツトピケラ科

① ・ l ・ ・¥璽錦町き4
4去を三中~主主J ① イモムシ型かl哩 ①イ王立シ裂で小~中型贈れて見えない

①体型:主にイモムシ型。大きさは様々。 ②脚:なし。③麺:なし.④尾毛:なし(種によっては尾部に突起を持つ)。

⑤ヱラ:種によって異なる(ある場合は主に腹郵)。

ハ工目

ガガンボ科

⑤ 
呼吸器や突起
を持つ場合が

ある ¥ 

②闘なし

③麹なし

ブユ科 ナガレアブ科 • 
②脚なし

③麹なし

./ 
吸盤あり
(援に付渚する)

腹部に突起がある

/ 
② 
脚なし
{録制を持つ)ーー

コウチュウ目

¥体は硬く、
麹がある

ヒラタドロムシ科(幼虫)

¥ 
l!I面にエラ
を待つ

①卵型 (幼虫はイモムシ型) l ① 円盤型

①体型:形状は様々(卵型、円盤型など)。②脚:3対。③趨:幼虫は趨なし。成虫lま麹あり。④尾毛:なし。

⑤ヱラ:幼虫は胸部腹面にある(ヱラの全くない種もある)。成虫はない ⑥その他:幼虫・成虫とも水中生活。



黒木ヶ沢に生息するサンショウウオ類2種の見分け方 (そのI) 

1 .幼生での見分け方 ③爪

ハコネサンショウウオ ト コネサンシヨウウオ

①ひれの始まる後肢の付け根より後 → ハコネ

ところ 後紋の付け根より前 一ー』ー-ーー圃 ....... ヒダ
②尾ぴれの形状幅が狭く、あまり広がらない → ハコネ

幅広く、特に後半部分で広がる → ヒダ

③前枝、後肢 薄い膜が伸びている。黒い爪

がある 司ハコネ

幕はない。黒い爪があるものと

ないものがいる -ー参 ヒダ
L 
'・

④限 (虹彩) 虹彩と瞳孔がはっきり見分けら

れない → ハコネ

虹彩と箆孔がはっきり見分けら
れる ー今 ヒダ

a・』

2.黒木ヶ沢のハコネサンショウウオとヒダサンショウウオの様態

ハコネサンショウウオ

細長いスマートな体型、小形個体も四
肢はしっかりしている。体色は淡い褐
色に不明瞭な農褐色の斑紋が入る。成
長した健体では、背面がー織の赤褐色
になるものもいる。

ヒダサンショウウオ

小形個体では、特に尾ぴれが幅広く発
達している。一方後肢はやや貧弱。体
の斑紋は織々で、明瞭な累斑が表れる
個ものから、明確な斑紋のでないもの
までいる。

黒木ヶ沢に生息するサンショウウオ類2種の男分け方 (その2)

1 .成体・亜成体での見分け方

① 

① 

①体型 非常に細長くスマートな体型

②尾

四肢は太〈短い。胴も太〈、

がっしりとした体型

細く長い。全長の半分からそ

れ以上の長さになる

太く、筒状になっている

③体色 変異があり、背面は赤昧を帯

ぴた褐色から黄褐色の斑紋の

集まりとなる

暗褐色の地色に黄色から鐙色

がかった斑模綴となる。腹函

には模様がない

成体になっても肺を欠き、体

表や口内から酸素を取り入れ

ている

上陸、変態後は肺で呼吸する

2. 黒木ヶ沢のハコネサンショウウオとヒダサンショウウオの様態

ハコネサンショウウオ

細長いスマートな体型をしている。ζのため
か、sH;が大きく突出したように見える。体色
I立地域や個体聞での変異が大きい。

ヒダサンショウウオ

ずんぐりとした体型で、尾は筒状に丸く太い
ため、ハコネサンショウウオとの識別は容易
である。体色は地域により変異がある。確認
した黒木ヶ沢の個体は権色の斑紋であった。

→ ハコネ

ヒダ

→ ハコネ
→ ヒダ

→ ハコネ

→ ヒダ

→ ハコネ

→ ヒダ
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